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第一章  序論  
 第一節  般舟三昧経  
 第二節  般舟三昧経梗概  
 第三節  般舟三昧経原形論  
 第四節  研究の目的と方法  
第二章  般舟三昧の系譜  
 第一節  赤沼・ハリソン説の再検討  
 第二節  臨終見仏  
 第三節  臨終見仏と般舟三昧  
 第四節  八千頌に見る批判  
第三章  般舟三昧の役割  
 第一節  視覚化の手順  
 第二節  仏像がない環境の想定  
- 2 - 
 第三節  般舟三昧から仏随念へ  
 第四節  修道論上の位置づけ  
第四章  不可解な三昧の説明  
 第一節  項目列挙型の説明  
 第二節  経典解釈論  
 第三節  阿毘達磨論師の解説  
 第四節  不可解な説明の目的  
 第五節  首楞厳三昧経   
第五章  結論  
付録A 般舟三昧経「行品」の和訳  
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に本論文では、見仏と来迎の関係についても考察されているが、果たして「来迎がなければ見
仏もあり得ない」と言えるかどうか、吹田氏の主張は、あくまでも臨終時の「来迎」の際の見
仏に限定されるように見え、来迎のない見仏もあり得るのではないであろうか。また「来迎」
と「見仏」などは、仏陀の立場と衆生の立場の違いも含まれるため、見仏を臨終のみに限定す
る必要があるのかという問題とも併せて、今後より慎重に検討を行うべきであろう。  
 以上、吹田隆徳氏の学位請求論文について評価される点と課題点について述べた。今後の課
題とされる点も複数認められるが、全体として本論文は、従来の研究成果を十分に踏まえて文
献資料を精密に読解し、これまでの研究では明らかになっていなかった般舟三昧の具体的な成
立過程とその内容を解明した優れた研究成果であるといえる。よって、本論文は博士（文学）
の学位を授与するに相応しいと判断する。  
 
